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２００５年１１月１５日
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帝人ファイバー株式会社

帝人ファイバー株式会社（本社：大阪市中央区、社長：野口　泰稔）は、２００３年に特殊断面を持つポリエステル原糸「ウェーブロン®」を開発し、『透けないカーテン』として一般カーテンをはじめブラインドやパーティションなどのインテリア分野中心に展開してきました。この「ウェーブロン®」は、断面が４つの団子を１列に並べたような四つ山扁平形状をしており、透過光が拡散するため昼夜に関係なくファブリック（生地）の向こう側の物や人をハッキリ見ることができず、遮像性に優れています。また、光に対する使用ポリマーの特性により、本来、遮像性と相反する機能である高い採光性も兼ね備えています。

そして今回、新たに原料のポリマーを改良することにより、従来機能に紫外線カットの機能を加えたポリエステル新素材「ウェーブロン®ＵＶ」の開発に成功し、畳や家具などを紫外線による日焼けから保護する『お部屋を守るカーテン』用素材として、２００５年１１月よりポリエステル長繊維の販売を開始することになりました。また、今後はインテリア用途だけではなく、アウター衣料や耐光劣化防止の必要な屋外用産業資材など、多くの用途に向け順次展開していく予定です。

詳細は下記の通りです。

記

１.開発背景

（１）近年、紫外線は肌の老化や皮膚ガンなど深刻な健康被害との相関関係が指摘されている他、室内インテリア（畳、家具、カーテンなど）の変色や劣化の大きな原因にもなっています。

（２）従来の紫外線カット用ポリエステル原糸は、酸化チタンなどの無機微粒子を含有させていましたが、紫外線とともに可視光線も通りにくくなるため、紫外線カットと採光の両立が困難でした。

（３）また、無機微粒子が入っていることにより染色に際して鮮明な色が得られず、色彩が重視されるカーテンなどへの商品展開に限界がありました。さらに、紫外線に対する無機微粒子の反応によってポリエステルの分解が進み、強度が弱まるという問題もありました。

（４）そこで当社は、無機微粒子を使わず、特殊な紫外線カット剤を共重合させた新規ポリマーを開発し、さらに四つ山扁平断面を採用することにより、優れた紫外線カット性と採光性、遮像性を併せ持つインテリア用ポリエステル原糸「ウェーブロン®ＵＶ」の開発に成功しました。

（５）「ウェーブロン®ＵＶ」を使用した『お部屋を守るカーテン』は、無機微粒子を使用した従来品とほぼ同等の優れた紫外線カット性を有しながら、可視光線の透過率とポリエステル原糸の耐光強度保持率は無機微粒子使用の従来品を大きく上回っています。（別紙参照）

２.技術内容と製品特徴

	項　目
	技　　　　術　　　　内　　　　容
	製品特徴

	ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

原糸技術
	・ﾎﾟﾘﾏｰ技術

・紫外線ｶｯﾄ剤共重合

	◆紫外線カット剤が紫外線を吸収するため、変退色や強度劣化が少ない
	紫外線ｶｯﾄ性

耐光性

	
	
	◆無機微粒子対比､光の透過が増加し、鮮明な色が得られる
	採光性

鮮明性


	
	・製糸技術

・四つ山扁平断面
	◆四つの山がレンズ効果によって透過光を拡散させたり、光を乱反射させる
	遮像性

	
	
	◆四つの山が光を乱反射させ、扁平糸特有のぎらついた光沢を防止する
	適度な光沢

	
	
	◆扁平形状により薄地化ができる
	採光性

	
	
	◆扁平形状により曲げやすい
	ﾄﾞﾚｰﾌﾟ性

	織編技術
	・織編条件
	◆低密度でも、扁平形状により織編物の構成原糸間の空隙を埋める
	遮像性


*この度、和歌山大学との共同研究により､独自の遮像性評価方法､基準を設定しました。

３．展開計画

（１）販売ブランド　 「ウェーブロン®ＵＶ」　｢ＷＡＶＥＲＯＮ®ＵＶ｣

（２）販売用途　　　 カーテン、ブラインド、パーティション他

（３）販売開始時期　 ２００５年１１月よりテスト販売開始
（４）販売計画　     ２００６年度　３００ｔ　（３億円）

　　 ２００７年度　５００ｔ　（５億円）

　 ２００８年度　８００ｔ　（８億円）

（５）その他　　　　◇遮像性、紫外線カット性などの機能について当社基準を満たした製品に対し「ウェーブロン®ＵＶ」の商標使用を認可します。

　    ◇１１月２２～２５日に東京ビックサイトで開催される「インテリアトレンドショーＪＡＰＡＮＴＥＸ２００５」に出展の予定です。

（詳細：　http://www.japantex.jp/exhibiting.html）

４．特許出願　　　３件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以　上
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【別紙】
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視線と紫外線から『お部屋を守るカーテン』を実現


新機能ポリエステル「ウェーブロン®ＵＶ」の開発と販売について





【本件に関するお問い合せ先】


帝人株式会社 広報・ＩＲ室（大阪）　光田・杉本　  ℡：06-6268-2763


          〃　　　　　　 （東京）　宇佐美・西島　℡：03-3506-4055








注意：それぞれの測定データは、保証値ではありません。 





測　定　方　法 ： フェード照射 （ＪＩＳ Ｌ ０８４２）後､原糸強度測定　（当社測定） 





３．紫外線による原糸強度変化　（当社製品比較）





評価ｶｰﾃﾝ規格：同規格（経糸はそれぞれ共通、緯糸がそれぞれ同等の太さの「ｳｪｰﾌﾞﾛﾝ®UV」、「ｳｪｰﾌﾞﾛﾝ®」、「従来紫外	　　　　線ｶｯﾄ糸」、経・緯の織密度も同等）





測　定　方　法：分光光度計　（当社測定）





評価ｶｰﾃﾝ規格：同規格（経糸はそれぞれ共通、緯糸がそれぞれ同等の太さの「ｳｪｰﾌﾞﾛﾝ®UV」、「ｳｪｰﾌﾞﾛﾝ®」、「従来紫外	　　　　線ｶｯﾄ糸」、経・緯の織密度も同等）





測　定　方　法：分光光度計　（当社測定）





１．紫外線カット性能　（当社製品比較）





２．可視光線透過性能　（当社製品比較）
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